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焼付、か じり付 き防止剤

No. I (eoo" cE)No.2(4oo"cE)

ヘ ル メコー トはボル トや金属接合部

の焼付 き、か じ り付 きを防止す るア

ンチシーズコンパ ウン ドであ ります 。

組立時 に塗布 してお くと機械 の解体

が容 易で金属 の損傷 を防止 します 。

化学 プラン トや石油精製装置 、ボイ ラーな どは常 に高熱 に曝 され る ところが多 く、 ここに使 用 し

ている締付 けボル トや接合部、ネ ジ継手 な どは熱 によって酸化 され、焼付 いた り、か じり付 きを

起す ことがあ ります (こ のため シ ャッ トダウン時の分解修理 、定期点検時の取 りはず しが困難 に

な り、ボル トや接合部 を損傷 し、再使 用で きな くなる恐れがあ ります c

ヘル メコー トは この ような金属 の焼付 きやか じり付 きを防止す るア ンチ シーズコンバ ウン ドであ

り、解体時 に威 力 を発揮す る製品であ ります c

ヘルメコー トの特徴

1)潤 滑性 の よい固形潤滑剤 を使 用 しているため、焼付 き、か じり付 きを防止 し、ボル トや接合

部の取 りはず しが容易 に行 なえ損傷 しませ ん。

2)ベ ル メコー トを塗布 す ると金属表面 に油膜 を構成 し、外気 を しゃ断す るので腐食 、発錆 を防

止 します。

3)ヘ ルメ コー ト 1号 は耐 熱性 、潤滑性 の よい二硫化 モ リブデ ンを主成分 に しているので、低温

か ら高温 まで広範囲の温度変化 に耐 え ます 。

4)耐 水性 、耐候性 が よ く風雨 に曝 されて も安定 で変質や劣化 を起 しませ ん。

ヘル メ コー トの特性
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ヘルメコー トの焼付防止効果

一般市販の JIS・ 2級の並 ロネ ジの M8、 M・ 10、 M・ 12の各 ボル トネジ部 にヘルメコー トを塗布 し、鉄

板 に締付 け、200～ 400℃ の温度で48時 間加熱 し、その後 、常温 まで放 冷 して もどし トル クを測定

す る。
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M・ 8、 M・ loは 53kgf・ cm、 M・ 12は 1501、 gf。 (mの トルクにて鉄板に締付けたもの

実験価はボルト4本の平均値である。

ヘル メ コー トの使 用 法

塗布面 にサ ビが発生 しているときはサ ビを落 してか ら塗布 して下 さい。

★耐水性 があるため水分 が付着 しているとよ く塗れ ません。水分 や ゴ ミが付着 しているときは拭

き取 って下 さい。

★ボル トネ ジ部以外 、ナ ッ トのネジ部 、底部 に も塗布 す ると一層良 い効果が得 られ ます。

★ベルメコー トは耐 油性 があ りませ んが、別 に耐 油性 を備 えた もの 、 またグ リース状 の もの、粘

禍状の もの、潤滑 を目的 とした ものな ど種 々性状 、 目的の もの を用意 してあ りますので 目的に

合 った もの を御使 用下 さい。
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